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いじめのない学校づくり
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11月の朝会で，子ども達が，自分で考えたいじめ防止の標語を発表しました。どの標語もそれぞれ

いじめをしてはならないという気持ちが伝わるとてもよい標語です。全員の標語を紹介します。

雨紛小のなかよしあたりまえ ４か条

本校では，いじめを生まない仲

間づくりをするため，様々な取組 ①言葉づかい だれが聞いても，うれしい言葉を使います。

を し て い ま す 。 そ の 1つ と し て ，

「 雨 紛小なか よ し あ た り ま え 4か ② ち ゃ ん と 伝 「ありがとう」「ごめんね」は，相手の顔

条 」があ り ます 。教室に大き く掲 える を見て，すぐに言います。

示し，いつでも子ども達の目に触

れる よ うに しています 。子ども達 ③ 嫌 が る こ と 自分がされていやなことは，人にもしませ

が互いの気持ちを考えて行動し 禁止 ん。

た り話した りするための指針とし

て，指導しています。 ④否定しない まずは「いいね」と認め，否定する言葉は

言いません。

今月，２回目のいじめアンケートと教育相談を行いました。担任の先生が1人ずつ子どもと話をしまし

たが，いじめと考えられる状況は，ありませんでした。子ども達は，変わらず，仲良く勉強したり遊んだ

り，充実した学校生活を送っています。

規模の大きな学校では，たくさんの子ども達がいますが，その中から，気が合う，趣味が同じなどの

共通意識をもつ子どもたちが，仲のよい友だちをつくっていきます。本校は，小規模校なので子どもの

数が少ない環境にあります。その中で，どの子も全員と仲良くできることは，とてもすごいことだと感じて

います。いつまでもそういう学校であり続けたいと願っています。

今後も本校は，小規模校の特性を活かした指導を充実させていきます。地域・保護者の皆様におか

れましては，引き続き，本校の教育に対するご理解とご支援をよろしくお願いします。

http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/ubun-els/

《教育目標》

未来を拓き 創造する子

わるぐちを言っちゃいけないなかよくね（○○くん）

いじめとは心身ともに傷つける（○○くん）

心にはいじめされるとあながあく（○○さん）

けんかしてなかなおりして親友に（○○さん）

考えようそのひとことと相手の気持ち（○○くん）

わるぐちはきょうだいでも言っちゃだめ（○○さん）

あそぼうよみんなともだちうれしいな（○○くん）

いじめとは人の心に穴あける（○○くん）

こえかけていっしょにあそぼうたのしいよ（○○くん）

http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/ubun-els/


【 １２月の主な行事予定 】
1日（木） 参観日
2日（金） クラブ活動
9日（金） 児童会活動
19日（月） ALT来校
21日(水) 諸費納入日 自動車文庫
22日（木） クラブ活動
23日（金） 2学期終業式 クリスマス会
26日（月） チャレンジ教室
※参観日は地域公開をしません。
※15日に予定されていた神居東小との交流は
中止になりました。

令和４年も残すところあと１ヶ月となりま
した。年末年始の次の期間は，学校閉庁日と
なりますのでお知らせします。

※学校閉庁日 12月29日(木）～1月3日(火）

11月に入り，秋がより一層深まって来た頃，伝統や芸術に触れる機会をたくさんもつことができました。
9日には旭川カップニアイヌ民族文化保存会の方々による「アイヌ民族音楽会」を行いました。アイヌ民

族に伝わる歌や踊りを見せてもらったり，体験させてもらったりしました。高学年はムックリという楽器
の弾き方を，低中学年はアイヌ語のジャンケンを教えてもらいました。ムックリは，なかなか音が出ずに
苦戦していましたが，練習を重ねると少しずつ音を出せるようになっていきました。みんなで輪になり，
踊りながら歌を歌う場面では，どの子もとても楽しそうでした。
18日は「彫刻美術館出前授業」がありました。実際に彫刻に触れながら，じっくりと作品を鑑賞しまし

た。「何に見えるか」「何をしているところか」「どうしてそう思ったのか」など，指導者の方が視点を与え
ると，どの子も真剣に考えて自分の意見を話していました。
その他にも，10日には高学年が「こころの劇場」で劇団四季の「人間になりたがった猫」を鑑賞し，24

日には中学年による「本の読み聞かせ活動」を実施しました。
芸術の秋です。子どもたちには，数多くの物事に触れながら見識を広めてほしいと思います。

11月15日(火)に本年度2回目の避難訓練を行いました。
休み時間に地震が起きたと想定し避難する練習をしまし
た。
今回の訓練は，翌週のどこかで避難訓練をするとだけ

児童に伝え，実際の訓練日は予告せずに実施しました。
当日，避難警報と同時に，まずは自分の身を守る行動

をとりました。その後，放送の指示に従って外へと避難
しました。休み時間なので，児童のいる場所はそれぞれ
違いましたが，どの子も落ち着いて避難行動をとること
ができました。
災害はいつ起こるか分かりませ

ん。落ち着いて状況を判断し，命を
第一に考えた行動がとれるよう，こ
れからも指導していきます。

なかよしホールに展示してある児童の作品です。

↑低学年作品(○○○○） ↑高学年作品(○○○○)

←中学年作品

（○○○○）


